
 
 

電子証拠開示（e ディスカバリ）支援業界の優れた大手プロバイダーが 

登録する認定団体で 36 社目の協力会員に認められたと発表されました 

～自社開発の電子証拠開示支援システム「Lit i View」、アジア言語解析の知識・技術が評価～ 
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株式会社 UBIC（本社：東京都港区、代表取締役社長：守本 正宏、以下 UBIC）は、電子証拠開示支援業界におけ

る企業・団体のための会員組織であるAssociation of Certified E-Discovery Specialists （認定 e ディスカバリスペシ

ャリスト協会、以下 ACEDS）に自社開発の e ディスカバリソフトウェア「Lit i View」（リット・アイ・ビュー）や高度な技術

力が評価され、7月 20日（米国時間）に、当社が同協会の協力会員として 36番目の eディスカバリサービスプロバイ

ダーに認められたことを発表されました。（全会員名簿は ACEDS ウェブサイト http://aceds.org/ に掲載） 

 

参考： ACEDS発表のプレスリリース（英語） URL： http://aceds.org/node/1632  

※参考文書として日本語訳添付 

 

■ Association of Certified E-Discovery Specialists （ACEDS：認定 e ディスカバリスペシャリスト協会）とは 

ACEDS は、特定の資格を満たし、世界 600 箇所の ACEDS-Kryterion 試験センターが提供する厳しい試験に合格

した受験者の知識やスキルを検証し、画期的な認定eディスカバリスペシャリストの資格認証を提供しています。同試

験センターは、アメリカに 300 以上、カナダに 30、インドに 16 箇所、設置されています。 

e ディスカバリ業界のプロフェッショナルな関心事に特化した会員組織である ACEDS は、CEDS（Certified 
E-Discovery Specialist） 認定のほかにも、年次会議、オンラインやライブのトレーニング等を通じた能力強化や、
ACEDS ウェブサイト上でのフォーラムやその他、ライブやオンラインイベントを通じアイディアやソリューション、ニュー

ス、情報及びガイダンス等の交換を促すためのコミュニティの創設にも努めています。 

 

 

【UBIC について】 

代表取締役社長：守本 正宏   東京都港区港南 2-12-23 明産高浜ビル 7階  

URL: http://www.ubic.co.jp/ 

株式会社 UBIC は、電子データ中心の調査を行なうコンピュータフォレンジック調査サービスや、法的紛争・訴訟の際

に電子データの証拠保全及び調査・分析を行う国際訴訟対策支援（ディスカバリー支援サービス）を提供する、リーガ

ルハイテクノロジー総合企業。アジア言語対応能力では世界最高水準の技術と、アジア圏最大の処理能力を有する

ラボを保有。2007年12月米国子会社を設立。アジア・米国双方からアジア企業関連の訴訟支援を実施。2009年末か

らは自社で開発した企業内でも国際訴訟における電子証拠開示が可能な電子証拠開示支援システム「Lit i View」

（リット・アイ・ビュー）の販売を開始。 

2003 年 8 月 8 日設立。2007 年 6月 26 日東証マザーズ上場。資本金 496,843,750 円 （2011 年 6 月 30 日現在）。  

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社 UBIC  管理部   TEL：03-5463-6344   FAX: 03-5463-6345 



 
 
 

＜参考文書＞ 2011 年 7月 20 日 ACEDSプレスリリース（原文英語）  URL： http://aceds.org/node/1632 
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プレスリリース 
 2011年 7月 20日 
即日配信用 

問い合わせ先： 
Matt Dodge 

 786-517-2721 
mdodge@aceds.org 

 

eディスカバリサービスとプロプライエタリソフトウェア 

Lit i ViewTMのプロバイダー、UBICが ACEDSの協力会員となる 

eディスカバリ大手が、特殊で顕著な役割の下で急成長する認定団体所属の

優良企業 35社に合流 

マイアミ発  -  認定 eディスカバリスペシャリスト協会は本日、eディスカバリソフトウェア、Lit I View

の開発業者であるUBICが同協会の協力会員として 36番目の eディスカバリサービスプロバイダーになった
ことを発表しました（全会員名簿はウェブサイト ACEDS. Orgに掲載）。  

 

Lit i Viewとは 
Lit i Viewは、eディスカバリのプロセスフロー全 3段階を網羅する包括ソリューションであり、
柔軟かつ自動化されたワークフロー能力、強力な検索やテキスト解析機能を提供します。また、

アジア言語の文字セットやファイルアプリケーションを正確に識別し処理できる唯一の e ディ
スカバリソフトウェアでもあります。その正確なデータ処理能力とレビュー管理システムは、

UBIC に最大 50%のコスト節減を顧客や米国の法律事務所、多国籍企業等に提供することを可
能にします。 

 

UBICについて 
UBIC は、日本の e ディスカバリ業界における最大手上場企業です。中国語、日本語、韓国語
等、主要アジア言語の全てにおける専門知識と豊富な経験を備え、先進技術を効果的に駆使し、

企業顧客に法的リスク管理の計画、各事件への迅速対応、被害対策の実施及び国際訴訟の運営

管理を可能にします。同社のサービスには、M&A、特許侵害請求、国際カルテル、インサイダ
ー取引、秘密情報開示訴訟、現地法上のコンプライアンスを始めとする海外進出時の法的リス

ク緩和戦略等が含まれます。 
 



 
 
 

＜参考文書＞ 2011 年 7月 20 日 ACEDSプレスリリース（原文英語）  URL： http://aceds.org/node/1632 

 

UBIC は、国境を超えた法的支援を伴う 170件以上に及ぶ米国の訴訟や 500社を超えるアジア
企業の捜査をサポートしてきました。世界各地の営業所と、東京、レッドウッドシティ（カリ

フォルニア）、ソウルにあるデータホスティング施設や大阪のバックアップ施設等によりグロー

バルな文書ディスカバリが可能になっています。 

 
UBIC の守本正宏社長は次のように述べています。「e ディスカバリ領域において、当社が定量
的、精神測定的手法を用いた証拠解析検定開発の一員になれることは素晴らしいことです。自

社チームに複数の認定スペシャリストを擁する大手事業者として、私共は ACEDS が提供する認

定、トレーニングその他のサービスの価値を大きく評価するものです。」 

 

協力会員向けの特別な恩典 
ACEDSの協力会員として、UBICが受領する数々の恩典としては、ACEDS会員へのアクセス
が得られること、ACEDSウェブサイト上に社名が常時掲載されること、外部との通信やACEDS
の各会議やセミナー等で ACEDS 会員を名乗れること等があげられます。ACEDS は、協力会
員に対しても、eディスカバリ分野のソフトウェアやサービス、関連プロバイダー、及び製品等
を求めている ACEDS会員や、ACEDS.orgへの訪問者への効率的なアクセスを提供します。 

 

ACEDS 協力会員であることは優良性の表れ 
「今回、技術、コンサルティングﾞ、法務スタッフの確保、法務プロセスのアウトソーシング等、

eディスカバリ分野の文字通りありとあらゆるサービスを提供する 36社の優れたプロバイダー
大手からなる当団体の協力会員に UBIC を迎えることは私共の誇りであり、そのことがとりも
なおさず、そうしたトップ企業や事務所の優良性にかける情熱や決意の証であるのだと思って

います」と、グレゴリー・カルパキス ACEDS理事長は語っています。 
 
「これら各社及び各事務所が ACEDSの会員であることは、ACEDSが、有能性、有効性及びリ
スク管理と同義語であるということを eディスカバリ業界全体に向けて発信するものです。」と、
同理事長は付け加えています。 
 
ACEDS は、特定の資格を満たし、世界 600 箇所の ACEDS-Kryterion 試験センターが提供す
る厳しい試験に合格した受験者の知識やスキルを検証し、画期的な認定 e ディスカバリスペシ
ャリストの資格認証を提供しています。同試験センターは、アメリカに 300以上、カナダに 30、
インドに 16箇所、設置されています。 
 

ACEDS は認定、トレーニング、ニュース、情報、ネットワーキングを提供 
eディスカバリ業界のプロフェッショナルな関心事に特化した会員組織、ACEDSは、CEDS 認
定のほかにも、年次会議、オンラインやライブのトレーニング等を通じた能力強化や、ACEDS. 
org上でのフォーラムやその他、ライブやオンラインイベントを通じアイディアやソリューショ
ン、ニュース、情報及びガイダンス等の交換を促すためのコミュニティの創設にも努めていま

す。 
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ACEDS協力会員となることについての詳細は、以下にお問い合わせください： Lanny Morris, 
ACEDS 上席役員（アカウント担当）：305-490-2933又は e-メールlmorris@ACEDS.org 
 

 
 
(記者の皆様は承認を得て頂くことで、ACEDS. Org のニュースセクションへのアクセスと、2012 年 4
月 2 - 4日にWestin Diplomat in Hollywood, FLで開かれる ACEDS年次会議 2012の取材資格が得ら
れます。Robert Hilson編集局長までご連絡ください： 786-517-2714 又はrhilson@aceds.org.) 
 

認定 eディスカバリスペシャリスト協会 
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Miami, FL33131USA 
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